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研究成果概要 
 本研究は、2025 年 6 月より行われることが計画されている国際共同観測 O4c に向け

て、音響・振動・磁場などの環境雑音が重力波検出器 KAGRA に与える影響を評価し、

現状の雑音の評価及び感度向上に向けた研究を行うことである。KAGRA 検出器は 3 km
の基線長を持つ検出器で、他の第二世代重力波検出器と比較して、地下環境・極低音環

境という特徴を持つ。これらの環境が与える特徴的な雑音を評価することにより、重力

波天文学の発展、さらには次世代の重力波検出器に対する先行研究ともなる。 
 本年は、以下の研究成果をえるとこができた。(1)特に 100 Hz から 400 Hz の周波数

において支配的だった音響雑音の影響を減らす改良を提案し、実際の改良により、影響

を 1/20 以下に抑えることができたことを示した。(2) 以前開発した周波数変化を伴う雑

音評価手法の中で、音響注入による excess と音響注入外で excess する雑音を区別し、

より正確に音響雑音の評価を行うことができる手法を開発した。(3) 検出器中央部に 2 
m× 6 mの large	coilを設置し、KAGRA検出器で初めての磁場環境雑音を行い、原稿の

検出器では磁場雑音が感度を制限していないことを示した。(4) 検出器コミッショニン

ググループと協力して、128 Hz のピークを含む様々な雑音源の同定を行うことができ

た。 
 今後は、2025 年 6 月に参加を計画している O4c 国際共同観測に向けて、より良い感

度を目指すための環境雑音注入試験を行うこと、必要装置の on/off 試験により装置から

の振動・音響雑音が与える影響を評価することを計画している。 
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